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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の入力信号を提供するための入力モジュールであって、第１のマイクロフォンを備
える前記入力モジュールと、
　前記第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信号を提供するためのプロセッサと、
　第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に基づく第１の抑制出力信号を提供
するための抑制器と、
　前記抑制器に接続されている第１の加算器であって、前記プロセッサ出力信号及び前記
第１の抑制出力信号に基づく第１の加算器出力信号を提供するように構成されている前記
第１の加算器と、
　前記第１の加算器出力信号に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシーバ
と、
　を備え、
　前記抑制器は、前記第１の抑制入力信号に、第１の遅延と、第１のゲインを有する第１
のフィルタと、を適用するように構成されているコム抑制器であり、
　前記第１の遅延は、４ｍｓから１０ｍｓ、又は、８ｍｓから２０ｍｓの範囲内であり、
　前記コム抑制器は、主抑制部を備え、
　前記主抑制部は、第１の主入力を備え、
　前記第１の主入力は、前記第１の抑制入力信号を受信するために、前記入力モジュール
に接続されている、又は、前記第１の抑制入力信号を受信するために、前記プロセッサに
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接続されている、又は、前記第１の加算器出力信号を前記第１の抑制入力信号として受信
するために、前記第１の加算器の出力に接続されており、
　前記主抑制部は、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号に、前
記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主ゲインと、を
適用するように構成されており、
　前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号の少なくとも一部を形成する、聴覚
装置。
【請求項２】
　前記コム抑制器は、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成され
ている抑制器コントローラを備える、請求項１に記載の聴覚装置。
【請求項３】
　前記抑制器コントローラは、前記第１の入力信号に基づいて、前記主抑制部を制御する
ように構成されている、請求項２に記載の聴覚装置。
【請求項４】
　前記抑制器コントローラは、前記入力モジュールからの入力信号に基づいて、前記第１
の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されている、請求項２又は３に記載
の聴覚装置。
【請求項５】
　前記入力モジュールは、外耳道入力信号を提供するための外耳道マイクロフォンを備え
、
　前記抑制器コントローラは、前記入力モジュールからの第２の入力信号に基づいて、前
記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されており、
　前記外耳道入力信号が前記第２の入力信号である、請求項４に記載の聴覚装置。
【請求項６】
　前記抑制器コントローラは、前記プロセッサからの制御信号に基づいて、前記第１の遅
延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されている、請求項２から５のいずれか
一項に記載の聴覚装置。
【請求項７】
　前記抑制器コントローラは抑制器モードを判定し、前記抑制器モードが第１の抑制器モ
ードである場合に、第１の抑制器スキームを適用し、前記抑制器モードが第２の抑制器モ
ードである場合に、第２の抑制器スキームを適用するように構成されている、請求項２か
ら６のいずれか一項に記載の聴覚装置。
【請求項８】
　前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信号に基づく第２の主出力信号を形成するために
、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第２の主遅延と第２の主フィルタとを適
用するように構成されており、
　前記第２の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号の少なくとも一部を形成する、請求
項２から４のいずれか一項に従属する請求項１から７のいずれか一項に記載の聴覚装置。
【請求項９】
　前記入力モジュールは、第２のマイクロフォンと第１のビームフォーマとを備え、
　前記第１のビームフォーマは、前記第１のマイクロフォン及び前記第２のマイクロフォ
ンに接続されており、前記第１の入力信号としての第１及び第２のマイクロフォン信号に
基づくビームフォーム信号を提供するように構成されている、請求項１から８のいずれか
一項に記載の聴覚装置。
【請求項１０】
　前記聴覚装置は、フィルタバンクと第２の加算器とを備え、
　前記フィルタバンクは、前記プロセッサ出力信号をフィルタリングして少なくとも第１
のフィルタ出力信号と第２のフィルタ出力信号とを形成するために、前記プロセッサに接
続されており、
　前記第１の加算器は、前記第１のフィルタ出力信号を受信するように構成されており、
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　前記第２の加算器は、前記第２のフィルタ出力信号と前記第１の加算器出力信号とを受
信するように構成されており、
　前記第２の加算器は、前記レシーバに第２の加算器出力信号を提供するために前記レシ
ーバに接続されている、請求項１から９のいずれか一項に記載の聴覚装置。
【請求項１１】
　入力モジュール及びプロセッサを備える聴覚装置を作動させる方法であって、
　音声入力を第１の入力信号に変換するステップと、
　前記第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信号を提供するステップと、
　第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に基づく第１の抑制出力信号を提供
するステップと、
　前記プロセッサ出力信号と、前記第１の抑制出力信号と、に基づく第１の加算器出力信
号を提供するステップと、
　前記第１の加算器出力信号に基づく出力信号を、音声信号に変換するステップと、
　を備え、
　前記第１の抑制出力信号を提供するステップは、第１の遅延と、第１のゲインを有する
第１のフィルタと、を前記第１の抑制入力信号に適用するステップを備え、
　前記第１の遅延は、４ｍｓから１０ｍｓ、又は、８ｍｓから２０ｍｓの範囲内であり、
　前記第１の抑制入力信号は、前記第１の入力信号、前記第１の加算器出力信号、若しく
は、前記プロセッサ出力信号を備える、又は、前記第１の入力信号、前記第１の加算器出
力信号、若しくは、前記プロセッサ出力信号に基づく、
　方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、コムフィルタリング効果を抑制する聴覚装置及び関連する方法に関する。特
に、聴覚装置を作動させる方法が開示される。
【背景技術】
【０００２】
　聴覚装置、特にオープンフィッティングを有する聴覚装置では、一般的にいわゆるコム
フィルタリング効果を受ける。一方で、外耳道を完全に封止すると、極めて不快な閉塞感
が生じる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、コムフィルタリング効果を克服するか、又は、少なくとも低減し得る装置及び
方法が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　このため、聴覚装置が提供される。聴覚装置は、第１の入力信号を提供するための入力
モジュールであって、第１のマイクロフォンを備える入力モジュールと、第１の入力信号
に基づくプロセッサ出力信号を提供するためのプロセッサと、例えばコム抑制器である抑
制器であって、第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に基づく第１の抑制出
力信号を提供するためのコム抑制器と、例えばコム抑制器である抑制器に接続されている
第１の加算器であって、プロセッサ出力信号及び第１の抑制出力信号の少なくとも一部に
基づく第１の加算器出力信号を提供するように構成されている第１の加算器と、第１の加
算器出力信号に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシーバと、を備え、例
えばコム抑制器である抑制器は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第１の遅延と
、第１のゲインを有する第１のフィルタと、を適用するように構成されていてもよい。
【０００５】
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　さらに、入力モジュール及びプロセッサを備える聴覚装置を作動させる方法が開示され
る。方法は、音声入力を第１の入力信号に変換するステップと、例えば第１の入力信号に
基づくプロセッサ出力信号を提供するステップと、例えば第１の抑制入力信号を含む一つ
以上の抑制入力信号に基づく第１の抑制出力信号を提供するステップと、を備える。第１
の抑制出力信号を提供するステップは、任意で、第１の遅延、及び／又は、第１のゲイン
を有する第１のフィルタを第１の抑制入力信号の少なくとも一部に適用するステップを備
えてもよい。方法は、プロセッサ出力信号の少なくとも一部と、第１の抑制出力信号と、
に基づく第１の加算器出力信号を提供するステップと、第１の加算器出力信号に基づく出
力信号を、音声信号に変換するステップと、を備える。
【０００６】
　本装置及び方法は、聴覚装置におけるコムフィルタリング効果の抑制向上を実現する。
従って、聴覚装置ユーザの聴覚的使用感が向上する。
【０００７】
　聴覚装置は、第１の入力信号を提供するための入力モジュールであって、第１のマイク
ロフォンを備える前記入力モジュールと、前記第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信
号を提供するためのプロセッサと、第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に
基づく第１の抑制出力信号を提供するためのコム抑制器と、コム抑制器に接続されている
第１の加算器であって、前記プロセッサ出力信号及び前記第１の抑制出力信号の少なくと
も一部に基づく第１の加算器出力信号を提供するように構成されている前記第１の加算器
と、前記第１の加算器出力信号に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシー
バと、を備え、前記コム抑制器は、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第１の
遅延と、第１のゲインを有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている。
【０００８】
　任意で、抑制器は、コム抑制器を備える。
【０００９】
　任意で、コム抑制器は、主抑制部を備え、前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信号を
受信するために、前記入力モジュールに接続されている第１の主入力を備え、前記主抑制
部は、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に
、前記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主ゲインと
、を適用するように構成されており、前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号
の少なくとも一部を形成する。
【００１０】
　任意で、コム抑制器は、主抑制部を備え、前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信号を
受信するために、前記プロセッサに接続されている第１の主入力を備え、前記主抑制部は
、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、前
記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主ゲインと、を
適用するように構成されており、前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号の少
なくとも一部を形成する。
【００１１】
　任意で、コム抑制器は、主抑制部を備え、前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信号を
受信するために、前記第１の加算器の出力に接続されている第１の主入力を備え、前記主
抑制部は、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一
部に、前記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主ゲイ
ンと、を適用するように構成されおり、前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出力信
号の少なくとも一部を形成する。
【００１２】
　任意で、前記コム抑制器は、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように
構成されている抑制器コントローラを備える。
【００１３】
　任意で、抑制器は抑制器コントローラを備え、抑制器コントローラは、前記第１の入力



(5) JP 6959894 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

信号に基づいて、前記主抑制部を制御するように構成されている。
【００１４】
　任意で、抑制器コントローラは、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するよ
うに構成されている
【００１５】
　任意で、入力モジュールは、外耳道入力信号を提供するための外耳道マイクロフォンを
備え、前記抑制器コントローラは、前記入力モジュールからの第２の入力信号に基づいて
、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されており、前記外耳道
入力信号が前記第２の入力信号である。
【００１６】
　任意で、抑制器コントローラは、前記プロセッサからの制御信号に基づいて、前記第１
の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されている。
【００１７】
　任意で、抑制器は抑制器コントローラを備え、抑制器コントローラは抑制器モードを判
定し、前記抑制器モードが第１の抑制器モードである場合に、第１の抑制器スキームを適
用し、前記抑制器モードが第２の抑制器モードである場合に、第２の抑制器スキームを適
用するように構成されている。
【００１８】
　任意で、主抑制部は、第２の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の
少なくとも一部に、第２の主遅延と第２の主フィルタとを適用するように構成されており
、前記第２の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号の少なくとも一部を形成する。
【００１９】
　入力モジュールは、第２のマイクロフォンと第１のビームフォーマとを備え、前記第１
のビームフォーマは、前記第１のマイクロフォン及び前記第２のマイクロフォンに接続さ
れており、前記第１の入力信号としての第１及び第２のマイクロフォン信号に基づくビー
ムフォーム信号を提供するように構成されている。
【００２０】
　聴覚装置は、フィルタバンクと第２の加算器とを備え、前記フィルタバンクは、前記プ
ロセッサ出力信号をフィルタリングして少なくとも第１のフィルタ出力信号と第２のフィ
ルタ出力信号とを形成するために、前記プロセッサに接続されており、前記第１の加算器
は、前記第１のフィルタ出力信号を受信するように構成されており、前記第２の加算器は
、前記第２のフィルタ出力信号と前記第１の加算器出力信号とを受信するように構成され
ており、前記第２の加算器は、前記レシーバに第２の加算器出力信号を提供するために前
記レシーバに接続されている。
【００２１】
　入力モジュール及びプロセッサを備える聴覚装置を作動させる方法であって、音声入力
を第１の入力信号に変換するステップと、前記第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信
号を提供するステップと、前記第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号を提供するステップであって、第１の遅延と、第１のゲインを有す
る第１のフィルタと、を第１の抑制入力信号の少なくとも一部に適用する、ステップと、
前記プロセッサ出力信号の少なくとも一部と、前記第１の抑制出力信号と、に基づく第１
の加算器出力信号を提供するステップと、前記第１の加算器出力信号に基づく出力信号を
音声信号に変換するステップと、を備える。
【００２２】
　任意で、前記第１の抑制入力信号は、前記第１の入力信号、前記第１の加算器出力信号
、若しくは、前記プロセッサ出力信号を備える、又は、前記第１の入力信号、前記第１の
加算器出力信号、若しくは、前記プロセッサ出力信号に基づく。
【００２３】
　任意で、前記方法は、入力モジュールからの入力信号及び／又はプロセッサからの制御
信号に基づいて、第１の遅延及び第１のフィルタを制御するステップを備える。
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【００２４】
　本発明の上述、その他の特徴及び利点が、以下の添付の図面を参照する詳細な例示的な
実施形態の説明により、当業者に対して容易に明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図２】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図３】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図４】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図５】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図６】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図７】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図８】例示的な聴覚装置を概略的に示す図である。
【図９】例示的な主抑制部を概略的に示す図である。
【図１０】例示的な主抑制部を概略的に示す図である。
【図１１】例示的な主抑制部を概略的に示す図である。
【図１２】例示的な主抑制部を概略的に示す図である。
【図１３】コム効果抑制の原理を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　関連するときは図面を参照しつつ、本明細書で以下に種々の例示的な実施形態及び詳細
を記載する。図面は、縮尺通りに描かれていてもよく、描かれていなくてもよく、同様の
構造又は機能をもつ要素は、図面全体で同様の参照番号によって表されることを注記して
おくべきである。図面は、実施形態の説明を容易にすることだけを意図していることも注
記しておくべきである。図面は、発明の包括的な記載であることは意図しておらず、又は
特許請求の範囲に記載された発明の範囲を限定するものであることは意図していない。こ
れに加え、図示されている実施形態は、示されている全ての態様又は利点を有する必要は
ない。特定の実施形態と関連して記載される態様又は利点は、必ずしもその実施形態に限
定されず、図示されていない場合であっても、又はそのように明確に記載されていない場
合であっても、任意の他の実施形態で実施することができる。
【００２７】
　聴覚装置は、補聴器、例えば、耳掛（ＢＴＥ）型、耳穴（ＩＴＥ）型、耳道（ＩＴＣ）
型、耳道レシーバ（ＲＩＣ）型、又は、耳穴レシーバ（ＲＩＴＥ）型の補聴器であっても
よい。プロセッサは、ユーザの聴力損失を補償するような構成であってもよい。補聴器は
、両耳用補聴器であってもよい。
【００２８】
　聴覚装置は、ヒアラブルであってもよい。ヒアラブルは、音声用、または、音声増幅用
遠隔操作のための無線リンクを含む、耳内または耳上に装着されるあらゆるものとして定
義される。
【００２９】
　聴覚装置は、第１の入力信号を提供するための入力モジュールを備える。入力モジュー
ルは、第１のマイクロフォン信号を提供するための第１のマイクロフォンを備える。第１
のマイクロフォン信号が第１の入力信号であってもよい。入力モジュールは、第２のマイ
クロフォン信号を提供するための第２のマイクロフォンを備えてもよい。入力モジュール
は、ビームフォーム信号を提供するための第１のビームフォーマを備えてもよい。第１の
ビームフォーマは、第１のマイクロフォン及び第２のマイクロフォンに接続され、第１の
マイクロフォン信号及び第２のマイクロフォン信号に基づくビームフォーム信号を提供す
るように構成されてもよい。第１のビームフォーマからのビームフォーム信号が第１の入
力信号であってもよい。従って、入力モジュールは、第２のマイクロフォン及び第１のビ
ームフォーマを任意で備える。ここで、第１のビームフォーマは、第１のマイクロフォン
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及び第２のマイクロフォンに接続され、第１の入力信号としての第１及び第２のマイクロ
フォン信号に基づくビームフォーム信号を提供するように構成されている。
【００３０】
　入力モジュールは、外耳道マイクロフォン信号を提供するための外耳道マイクロフォン
を備えてもよい。
【００３１】
　聴覚装置は、第１の入力信号を処理し、当該第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信
号を提供するためのプロセッサを備えてもよい。
【００３２】
　聴覚装置は、第１の抑制入力信号、及び／又は、第２の抑制入力信号を含む一つ以上の
抑制入力信号に基づく第１の抑制出力信号を提供するためのコム抑制器を備える。コム抑
制器は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に第１の遅延を適用するように任意で構成
されている。コム抑制器は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、例えば第１のゲイ
ンを有する第１のフィルタを適用するように任意で構成されている。一つ以上の例示的な
聴覚装置において、コム抑制器は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第１の遅延
及び／又第１のゲインを有する第１のフィルタを適用するように構成されている。コム抑
制器の第１の遅延はｄ＿１とも称し、コム抑制器の第１のゲインはｇ＿１とも称する。一
つ以上の例示的な聴覚装置では、第１のゲインｇ＿１は－１に設定されてもよい。第１の
ゲインｇ＿１は、－１から－０．５の範囲内にあってもよい。
【００３３】
　聴覚装置は、コム抑制器に接続される第１の加算器を備える。第１の加算器は、任意で
、プロセッサ出力信号及び／又は第１の抑制出力信号の少なくとも一部に基づく第１の加
算器出力信号を提供するように構成されている。
【００３４】
　聴覚装置は、出力信号を音声出力信号に変換するレシーバを備える。出力信号は、第１
の加算器出力信号及び／又は第２の加算器出力信号のような加算器出力に基づくものであ
ってもよい。
【００３５】
　一つ以上の例示的な聴覚装置において、コム抑制器は、任意で、主抑制部を備える。
【００３６】
　主抑制部は、第１の抑制入力信号を受信するために入力モジュールに接続されている第
１の主入力を有してもよい。このため、入力モジュールからの第１の入力信号が第１の抑
制入力信号として使用されてもよい。主抑制部は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部
に、第１の遅延としての第１の主遅延と、第１のゲインとしての第１の主ゲインと、を適
用し、第１の抑制入力信号に基づく第１の主出力信号を形成するように構成されていても
よい。第１の主出力信号は、第１の抑制出力信号の少なくとも一部を形成する。
【００３７】
　例えば、第１の入力信号が第１の抑制入力信号である場合の第１の遅延は、プロセッサ
における遅延の約２倍であってもよい。即ち、第１の遅延は８ｍｓから２０ｍｓの範囲内
であってもよい。
【００３８】
　主抑制部は、第１の抑制入力信号を受信するためにプロセッサに接続されている第１の
主入力を有してもよい。このため、プロセッサ出力信号が第１の抑制入力信号として使用
されてもよい。主抑制部は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第１の遅延として
の第１の主遅延と、第１のゲインとしての第１の主ゲインと、を適用し、例えば第１の抑
制入力信号に基づく第１の主出力信号を形成するように構成されてもよい。第１の主出力
信号は、第１の抑制出力信号の少なくとも一部を形成するものである。
【００３９】
　例えば、プロセッサ出力信号が第１の抑制入力信号である場合の第１の遅延は、プロセ
ッサにおける遅延と同程度であってもよい。即ち、第１の遅延は４ｍｓから１０ｍｓの範
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囲内であってもよい。
【００４０】
　主抑制部は、第１の抑制入力信号としての第１の加算器出力信号を受信するために第１
の加算器の出力に接続されている第１の主入力を有してもよい。主抑制部は、第１の抑制
入力信号の少なくとも一部に、第１の遅延としての第１の主遅延と、第１のゲインとして
の第１の主ゲインと、を適用し、第１の抑制器入力に基づく第１の主出力信号を形成する
ように構成されてもよい。第１の主出力信号は、第１の抑制出力信号の少なくとも一部を
形成する。
【００４１】
　コム抑制器は、例えば一つ以上のコントローラ入力信号に基づいて、第１の遅延及び／
又は第１のフィルタを制御するように構成されている抑制器コントローラを備えてもよい
。抑制器コントローラは、第１の入力信号に基づいて、主抑制部を制御するように構成さ
れていてもよい。即ち、入力モジュールからの第１の入力信号が抑制器コントローラへの
コントローラ入力信号として使用されてもよい。
【００４２】
　一般的に、抑制器コントローラは、入力モジュールからの第１の入力信号及び／又は第
２の入力信号等の入力信号に基づいて、第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御する
ように構成されてもよい。即ち、入力モジュールからの一つ以上の入力信号が、抑制器コ
ントローラへのコントローラ入力信号として使用されてもよい。
【００４３】
　上述のように、入力モジュールは、外耳道入力信号を提供するための外耳道マイクロフ
ォンを備えてもよい。抑制器コントローラは、入力モジュールからの外耳道入力信号であ
る第２の入力信号に基づいて、第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構
成されていてもよい。従って、外耳道マイクロフォンからの外耳道入力信号が、抑制器コ
ントローラへのコントローラ入力信号として使用されてもよい。
【００４４】
　抑制器コントローラは、例えば第２の入力信号に基づいて、ユーザ自身の声が存在する
ことを検出するように構成されていてもよく、ユーザ自身の声が存在することを検出する
場合に、コム抑制を停止する（例えば第２の抑制器モード）。
【００４５】
　抑制器コントローラは、例えば第２の入力信号に基づいて、ユーザ自身の声が存在しな
いことを検出するように構成されてもよく、ユーザ自身の声が存在しないことを検出する
場合に、コム抑制を実行する（例えば第１の抑制器モード）。
【００４６】
　抑制器コントローラは、プロセッサからの制御信号に基づいて、第１の遅延及び／又は
第１のフィルタを制御するように構成されていてもよい。プロセッサからの制御信号が、
抑制器コントローラへのコントローラ入力信号として使用されてもよい。プロセッサから
の制御信号は、プロセッサ内で適用される一つ以上のプロセッサゲインを示してもよい。
制御信号は、プロセッサで適用されるプロセッサゲインＧ＿１、Ｇ＿２、…、Ｇ＿Ｎの１
つ以上に基づくゲインパラメータを含んでもよい。ゲインパラメータは、プロセッサゲイ
ン又はプロセッサゲインのサブセットの関数であってもよい。例えば、ゲインパラメータ
はプロセッサゲインの最大値であってもよいし、平均値であってもよい。抑制器コントロ
ーラは、例えば、聴覚装置に、不要時にはコム抑制をＯＦＦにすることを可能にさせるこ
とによって、電力効率の良いコム抑制を可能とする。不要時とは、例えば、（１又は複数
の）プロセッサゲインが、コムフィルタリングの影響を圧倒するほど大きい場合である。
【００４７】
　抑制器コントローラは、入力モジュールからの一つ以上の入力信号及び／又はプロセッ
サからの制御信号等、一つ以上のコントローラ入力信号に基づいて、第１の遅延を決定す
るように構成されてもよい。プロセッサ出力信号は、コントローラ入力信号として使用さ
れてもよいし、コントローラ入力信号を形成してもよい。
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【００４８】
　抑制器コントローラは、入力モジュールからの一つ以上の入力信号及び／又はプロセッ
サからの制御信号等、一つ以上のコントローラ入力信号に基づいて、例えば第１のゲイン
である第１のフィルタを決定するように構成されてもよい。プロセッサ出力信号は、コン
トローラ入力信号として使用されてもよいし、コントローラ入力信号を形成してもよい。
【００４９】
　第１のゲインｇ＿１は、例えば０．５～１．０の範囲内にある音響経路のゲインと、同
一又は実質的に同一（±１０％）であってもよい。
【００５０】
　第１のゲインｇ＿１は、音響経路と聴覚装置経路の差分と同一又は実質的に同一（±１
０％）であってもよい。即ち、ｇ＿１＝ｇ＿ａｃｏｕｓｔｉｃ-Ｇｈｅａｒｉｎｇ　ｄｅ

ｖｉｃｅとなってもよい。例えば、聴覚装置のゲインが＋２０ｄＢに設定され（動作し）
、音響経路のゲインが－６ｄＢである場合、ｇ＿１は－２６ｄＢとなる。
【００５１】
　コム抑制器の第１のゲインｇ＿１は、以下のとおりであってもよい。
【００５２】
【数１】

【００５３】
　式中、Ｇは、聴覚装置のゲインであってもよいし、又は、聴覚装置ゲインＧ＿１、Ｇ＿
２，…のうちの一つ以上の関数であってもよい。
【００５４】
　第１の遅延ｄ＿１は、聴覚装置における遅延の２倍程度、又は、２倍であってもよい。
例えば、第１の遅延ｄ＿１は、ｄ＿ＨＤを聴覚装置における遅延として、１．８＊ｄ＿Ｈ
Ｄから２．２＊ｄ＿ＨＤの範囲内であってもよい。
【００５５】
　第１の遅延ｄ＿１は、聴覚装置における遅延と同程度、又は、等しくてもよい。例えば
、第１の遅延ｄ＿１は、ｄ＿ＨＤを聴覚装置における遅延として、０．８＊ｄ＿ＨＤから
１．２＊ｄ＿ＨＤの範囲内であってもよい。
【００５６】
　聴覚装置における遅延は、ハードウェア遅延と、聴覚装置処理に関連する遅延と、を含
む。ハードウェア遅延の例としては、トランスデューサ及びＤ／Ａコンバータによる遅延
が挙げられる。
【００５７】
　抑制器コントローラは、抑制器モードを決定するように構成されていてもよく、抑制器
モードが第１の抑制器モードの場合、第１の抑制器スキームを適用してもよい。抑制器コ
ントローラは、抑制器モードが第２の抑制器モードの場合、第２の抑制器スキームを適用
するように構成されていてもよい。第２の抑制器スキームは、第１の抑制器スキームとは
異なる。抑制器スキームは、コム抑制器内で使用される（１以上の）遅延及び／又は（１
以上の）ゲイン／（１以上の）フィルタ係数を定義するものであってもよい。第２の抑制
器モード等の抑制器モードは、非抑制モードであってもよい。即ち、当該モードにおいて
は、第１の抑制出力信号が第１の加算器に供給されない、及び／又は、第１の抑制出力信
号がゼロである。言い換えると、例えば第２の抑制器モードに対するプロセッサゲイン基
準が満たされる場合に、抑制器コントローラはコム抑制を停止してもよい。プロセッサゲ
イン基準は、プロセッサの一つ以上のプロセッサゲインに基づくものであってもよい。例
えば、プロセッサの第１のプロセッサゲイン（Ｇ＿１とも称する）が第１のプロセッサ閾
値を上回る場合、プロセッサゲイン基準が満たされてもよい（第２の抑制器モード）。
【００５８】
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　例えば第２の抑制器モードに対する入力信号基準が満たされる場合に、抑制器コントロ
ーラは、コム抑制を停止してもよい。入力信号基準は、第１の入力信号及び／又は第２の
入力信号等の入力モジュールからの一つ以上の入力信号に基づくものであってもよい。第
１の入力信号及び／又は第２の入力信号の強度が、第１の強度閾値を上回る場合に、入力
信号基準が満たされてもよい。
【００５９】
　聴覚装置は、環境検出器を備えてもよい。環境検出器は環境を示す出力信号を提供して
もよい。環境検出器からの出力信号は、抑制器コントローラへのコントローラ入力信号と
して使用されてもよい。
【００６０】
　主抑制部は、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第２の主遅延及び／又は第２の
主ゲインを有する第２の主フィルタを適用し、第１の抑制入力信号に基づく第２の主出力
信号を形成するように構成されていてもよい。第２の主出力信号は、第１の抑制出力信号
の少なくとも一部を形成してもよい。例えば、主抑制部は、第１の抑制出力信号を生成す
るために主出力信号を加算する抑制器加算器を備えてもよい。主抑制部は、第１の抑制入
力信号にローパスフィルタリングをかけるため、ローパスフィルタを備えてもよい。
【００６１】
　主抑制部は、一つ以上のゲインユニットのそれぞれに接続される一つ以上の遅延ユニッ
トを備えてもよい。（一つ以上の）遅延ユニットは、それぞれ、第１の抑制入力信号の少
なくとも一部に主遅延を適用してもよい。（一つ以上の）ゲインユニットは、それぞれ、
（一つ以上の）遅延ユニットの内の対応するものからの遅延した第１の抑制入力信号に対
して（一つ以上の）主ゲイン／（一つ以上の）主フィルタを適用してもよい。
【００６２】
　主抑制部は、第１の遅延ユニットと、第１のゲインユニットと、を備えていてもよい。
第１の遅延ユニットは、第１の主遅延（第１の遅延）を、第１の抑制入力信号のローパス
部分、ハイパス部分、バンドパス部分等の、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に適用
してもよい。その後、第１のゲインユニットは、第１の遅延ユニットからの遅延した第１
の抑制入力信号に対して、第１の主ゲイン／第１の主フィルタ（第１のゲイン）を適用し
てもよい。第１のゲインユニットの出力は、第１の主出力信号を形成する。第１の主出力
信号は、第１の抑制出力信号を形成してもよい。第１の遅延ユニット／第１の遅延及び／
又は第１のゲインユニット／第１のゲインは、任意で抑制器コントローラからの制御信号
により制御される。第１の遅延ユニットは第１のゲインユニットの後段に配置されてもよ
い。即ち、第１のゲインユニットの出力が第１の遅延ユニットの入力に供給されてもよい
。
【００６３】
　主抑制部は、第２の遅延ユニットと、第２のゲインユニットと、を備えていてもよい。
第２の遅延ユニットは、第２の主遅延（第２の遅延）を、第１の抑制入力信号のローパス
部分、ハイパス部分、バンドパス部分等の、第１の抑制入力信号の少なくとも一部に適用
してもよい。その後、第２のゲインユニットは、第２の遅延ユニットからの遅延した第１
の抑制入力信号に対して、第２の主ゲイン／第２の主フィルタ（第２のゲイン）を適用し
てもよい。第２のゲインユニットの出力は、第２の主出力信号を形成する。第２の主出力
信号は、第２の抑制出力信号を形成してもよい。第２の遅延ユニット／第２の遅延及び／
又は第２のゲインユニット／第２のゲインは、任意で抑制器コントローラからの制御信号
により制御される。第２の遅延ユニットは第２のゲインユニットの後段に配置されてもよ
い。即ち、第２のゲインユニットの出力が第２の遅延ユニットの入力に供給されてもよい
。
【００６４】
　主抑制部は、抑制器加算器を備えていてもよい。抑制器加算器において、第１の主出力
信号と第２の主出力信号とが加算、又はその他の手段で混合されて、第１の抑制出力信号
が形成される。なお、主抑制部において、任意の数の遅延ユニット／ゲインユニットが実
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現されてもよいことが理解されよう。多数の遅延ユニット／ゲインユニットのペアを設け
ることで、周波数依存コム抑制が可能となる。第２の遅延ユニット／第２の遅延及び／又
は第２のゲインユニット／第２のゲインは、任意で抑制器コントローラからの制御信号に
より制御される。
【００６５】
　聴覚装置は、フィルタバンクと、第２の加算器と、を備えていてもよい。フィルタバン
クは、プロセッサ出力信号に対してフィルタリングを行って、少なくとも第１のフィルタ
出力信号と第２のフィルタ出力信号とを形成するために、プロセッサに接続されていても
よい。第１の加算器は、第１のフィルタ出力信号を受信するように構成されていてもよい
。即ち、第１のフィルタ出力信号が第１の加算器に供給されてもよい。第２の加算器は、
第２のフィルタ出力信号と第１の加算器出力信号とを受信するように構成されていてもよ
い。即ち、第２のフィルタ出力信号は、第１の加算器出力信号とともに、第２の加算器に
供給されてもよい。第２の加算器は、第２の加算器出力信号をレシーバに提供するために
レシーバに接続されていてもよい。これにより、コム抑制器は、選択された周波数又は（
１又は複数の）周波数帯で動作することができる。第１のフィルタ出力信号は、例えば５
００Ｈｚから１５００Ｈｚの範囲内にあるカットオフ周波数によるローパス信号であって
もよい。第２のフィルタ出力信号は、例えばローパスフィルタのカットオフ周波数と同一
なカットオフ周波数によるハイパス信号であってもよい。
【００６６】
　聴覚装置を作動させる方法において、聴覚装置は、本明細書に記載の聴覚装置であって
もよい。
【００６７】
　方法において、音響入力を第１の入力信号に変換するステップは、音声入力を第１のマ
イクロフォン信号と第２のマイクロフォン信号とに変換するステップと、第１のマイクロ
フォン信号と第２のマイクロフォン信号とに基づくビームフォーム信号を形成するステッ
プと、を備えていてもよい。ビームフォーム信号は、第１の入力信号を形成する。
【００６８】
　方法において、第１の抑制入力信号は、第１の入力信号、第１の加算器出力信号、プロ
セッサ出力信号から選択されてもよい。従って、第１の抑制入力信号は、第１の入力信号
、第１の加算器出力信号、又は、プロセッサ出力信号を含んでもよいし、第１の入力信号
、第１の加算器出力信号、又は、プロセッサ出力信号に基づくものであってもよい。
【００６９】
　方法は、第１の遅延及び／又は例えば第１のゲインである第１のフィルタを制御するス
テップを含んでもよい。第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するステップは、入
力モジュールからの入力信号及び／又はプロセッサからの制御信号に基づくものであって
もよい。方法は、例えば入力モジュールからの入力信号及び／又はプロセッサからの制御
信号に基づいて、第１の遅延及び／又は例えば第１のゲインである第１のフィルタを決定
するステップを備えていてもよい。
【００７０】
　図１は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２は、第１の入力信号６を提供するため
の入力モジュール４を備える。入力モジュール４は、第１のマイクロフォン信号１０を提
供するための第１のマイクロフォン８を備える。第１のマイクロフォン信号１０が第１の
入力信号６として使用されてもよい。入力モジュール４は、第２のマイクロフォン１２及
び第１のビームフォーマ１４を任意で備える。第１のビームフォーマ１４は、第１のマイ
クロフォン８及び第２のマイクロフォン１２に接続されている。第１のビームフォーマ１
４は、第１の入力信号６としての第１のビームフォーム信号１６を提供するように構成さ
れている。第１のビームフォーム信号１６は、第１のマイクロフォン信号１０及び第２の
マイクロフォン信号１８に基づく。
【００７１】
　聴覚装置２は、第１の入力信号６を処理し、第１の入力信号６に基づくプロセッサ出力



(12) JP 6959894 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

信号２２を提供するためのプロセッサ２０を備える。
【００７２】
　聴覚装置２は、さらに、第１の抑制入力信号２８を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号２６を提供するためのコム抑制器２４を備える。コム抑制器２４は
、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅延ｄ＿１と、第１のゲインｇ＿
１を有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている。
【００７３】
　聴覚装置２は、コム抑制器２４に接続される第１の加算器３０を備える。第１の加算器
３０は、プロセッサ出力信号２２及び第１の抑制出力信号２６の少なくとも一部に基づく
第１の加算器出力信号３２を提供するように構成されている。聴覚装置２は、第１の加算
器出力信号３２に基づく出力信号を音声出力信号に変換するレシーバ３４を備える。
【００７４】
　コム抑制器２４は主抑制部３６を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８と
しての第１の入力信号６を受信するために入力モジュール４に接続されている愛１の主入
力を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅延
ｄ＿１としての第１の主遅延と、第１のゲインｇ＿１としての第１の主ゲインと、を適用
するように構成されている。このため、第１の主出力信号が第１の抑制入力信号に基づい
て形成される。聴覚装置２において、主抑制部３６からの第１の主出力信号が第１の抑制
出力信号２６を形成する。
【００７５】
　第１のゲインｇ＿１は、例えば０．５～１．０の範囲である音響経路のゲインと同一で
ある。
【００７６】
　第１の遅延ｄ＿１は、聴覚装置における遅延の２倍程度である。聴覚装置における遅延
は、ハードウェア遅延と、聴覚装置処理に関連する遅延と、を含む。ハードウェア遅延の
例としては、トランスデューサ及びＤ／Ａコンバータによる遅延が挙げられる。
【００７７】
　図２は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２Ａは、第１の入力信号６を提供するた
めの入力モジュール４を備える。入力モジュール４は、第１のマイクロフォン信号１０を
提供するための第１のマイクロフォン８を備える。第１のマイクロフォン信号１０が第１
の入力信号６として使用されてもよい。入力モジュール４は、第２のマイクロフォン１２
及び第１のビームフォーマ１４を任意で備える。第１のビームフォーマ１４は、第１のマ
イクロフォン８及び第２のマイクロフォン１２に接続される。第１のビームフォーマ１４
は、第１の入力信号６としてのビームフォーム信号１６を提供するように構成されている
。第１のビームフォーム信号１６は、第１のマイクロフォン信号１０及び第２のマイクロ
フォン信号１８に基づく。
【００７８】
　聴覚装置２Ａは、第１の入力信号６を処理するための、及び／又は、第１の入力信号６
に基づくプロセッサ出力信号２２を提供するための、プロセッサ２０を備える。
【００７９】
　また、聴覚装置２Ａは、第１の抑制入力信号２８を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号２６を提供するためのコム抑制器２４を備える。コム抑制器２４は
、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅延ｄ＿１と、第１のゲインｇ＿
１を有する第１のフィルタと、を適用するように構成されてる。
【００８０】
　聴覚装置２Ａは、コム抑制器２４に接続される第１の加算器３０を備える。第１の加算
器３０は、プロセッサ出力信号２２及び第１の抑制出力信号２６の少なくとも一部に基づ
く第１の加算器出力信号３２を提供するように構成されている。聴覚装置２Ａは、第１の
加算器出力信号３２に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシーバ３４を備
える。
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【００８１】
　コム抑制器２４は主抑制部３６を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８と
してのプロセッサ出力信号２２を受信するためにプロセッサ２０に接続されている第１の
主入力を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の
遅延ｄ＿１としての第１の主遅延と、第１のゲインｇ＿１としての第１の主ゲインと、を
適用するように構成されてる。これにより、第１の主出力信号が第１の抑制入力信号に基
づいて形成される。聴覚装置２Ａにおいて、主抑制部３６からの第１の主出力信号が第１
の抑制出力信号２６を形成する。
【００８２】
　第１のゲインｇ＿１は、音響経路と聴覚装置経路の差分である。即ちｇ＿１＝ｇ＿ａｃ
ｏｕｓｔｉｃ-Ｇｈｅａｒｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅとなる。例えば、聴覚装置のゲインが＋
２０ｄＢに設定され（動作し）、音響経路のゲインが－６ｄＢである場合、ｇ＿１は－２
６ｄＢとなる。
【００８３】
　第１の遅延ｄ＿１は、聴覚装置における遅延と同程度である、又は、等しい。聴覚装置
における遅延は、ハードウェア遅延と、聴覚装置処理に関連する遅延と、を含む。ハード
ウェア遅延の例としては、トランスデューサ及びＤ／Ａコンバータによる遅延が挙げられ
る。
【００８４】
　図３は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２Ｂは、第１の入力信号６を提供するた
めの入力モジュール４を備える。入力モジュール４は、第１のマイクロフォン信号１０を
提供するための第１のマイクロフォン８を備える。第１のマイクロフォン信号１０が第１
の入力信号６として使用されてもよい。入力モジュール４は、第２のマイクロフォン１２
及び第１のビームフォーマ１４を任意で備える。第１のビームフォーマ１４は、第１のマ
イクロフォン８及び第２のマイクロフォン１２に接続される。第１のビームフォーマ１４
は、第１の入力信号６としてのビームフォーム信号１６を提供するように構成されている
。第１のビームフォーム信号１６は、第１のマイクロフォン信号１０及び第２のマイクロ
フォン信号１８に基づく。
【００８５】
　聴覚装置２Ｂは、第１の入力信号６を処理するための、及び／又は、第１の入力信号６
に基づくプロセッサ出力信号２２を提供するための、プロセッサ２０を備える。
【００８６】
　また、聴覚装置２Ｂは、第１の抑制入力信号２８を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号２６を提供するためのコム抑制器２４を備える。コム抑制器２４は
、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅延ｄ＿１と、第１のゲインｇ＿
１を有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている。
【００８７】
　聴覚装置２Ｂは、コム抑制器２４に接続される第１の加算器３０を備える。第１の加算
器３０は、プロセッサ出力信号２２及び第１の抑制出力信号２６の少なくとも一部に基づ
く第１の加算器出力信号３２を提供するように構成されている。聴覚装置２Ｂは、第１の
加算器出力信号３２に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシーバ３４を備
える。
【００８８】
　コム抑制器２４は主抑制部３６を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８と
しての第１の加算器出力信号３２を受信するために第１の加算器３０に接続されている、
第１の主入力を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、
第１の遅延ｄ＿１としての第１の主遅延と、第１のゲインｇ＿１としての第１の主ゲイン
と、を適用するように構成されている。このため、第１の主出力信号が第１の抑制入力信
号に基づいて形成される。聴覚装置２Ｂにおいて、主抑制部３６からの第１の主出力信号
が第１の抑制出力信号２６を形成する。



(14) JP 6959894 B2 2021.11.5

10

20

30

40

【００８９】
　コムフィルタリングの影響低減のため、聴覚装置２Ｂの合計伝達関数のパワースペクト
ルを以下の式のようにして、オールパスフィルタのように平坦にすることが求められる。
【００９０】
【数２】

【００９１】
　ゲインｇ＜１という条件であれば、この式を以下のように展開できる。
【００９２】
【数３】

【００９３】
【数４】

【００９４】
　上述の伝達関数の式では、右辺の第１項は、直接音のリークを表し、第２項は処理され
た音を表す。最終項は、フィードバックループのコム効果抑制による生成音を表す。右辺
をＨ１（ω）とすると、以下のとおりとなる。
【００９５】

【数５】

【００９６】
【数６】

【００９７】
　Ｈ１（ω）から直接音要素を取り除いたＨ１（ω）の残りの要素が、応答の大きさを一
定にするために必要となる。サウンドプロセッサの伝達関数は(g * g-1)/ge-jωτとなり
、ゲインはG=(1-g2)/gとなる。
【００９８】
　Ｈ１（ω）の合計ゲインは1/g、即ち聴覚装置処理のゲインとなる。ゲインｇは、コム
抑制器の第１のゲインである。従って、第１の遅延ｄ＿１、即ちτはビームフォーミング
及びサウンドプロセッサ等の信号プロセッサの合計遅延と等しい。第１のゲインｇ＿１は
ｇと等しい。安定性のため、ゲインｇは任意で１．０未満であってもよい。従って、補聴
器は所定のゲインを有する。例えば、聴覚装置に対する１ｄＢのゲインは、ｇ＝０．８９
と等価である。
【００９９】
　第１のゲインｇ＿１は以下のように表されてもよい。
【０１００】
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【数７】

【０１０１】
　式中、Ｇは聴覚装置のゲインであるか、一つ以上の聴覚装置ゲインＧ＿１、Ｇ＿２，…
の関数である。
【０１０２】
　図４は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２Ｃは、第１の入力信号６を提供するた
めの入力モジュール４を備える。入力モジュール４は、第１のマイクロフォン信号１０を
提供するための第１のマイクロフォン８を備える。第１のマイクロフォン信号１０が第１
の入力信号６として使用されてもよい。入力モジュール４は、第２のマイクロフォン１２
及び第１のビームフォーマ１４を任意で備える。第１のビームフォーマ１４は、第１のマ
イクロフォン８及び第２のマイクロフォン１２に接続される。第１のビームフォーマ１４
は、第１の入力信号６としてのビームフォーム信号１６を提供するように構成されている
。第１のビームフォーム信号１６は、第１のマイクロフォン信号１０及び第２のマイクロ
フォン信号１８に基づく。
【０１０３】
　聴覚装置２Ｃは、第１の入力信号６を処理するための、及び／又は、第１の入力信号６
に基づくプロセッサ出力信号２２を提供するための、プロセッサ２０を備える。
【０１０４】
　また、聴覚装置２Ｃは、第１の抑制入力信号２８を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号２６を提供するためのコム抑制器２４を備える。コム抑制器２４は
、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅延ｄ＿１と、第１のゲインｇ＿
１を有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている。
【０１０５】
　聴覚装置２Ｃは、コム抑制器２４に接続される第１の加算器３０を備える。第１の加算
器３０は、プロセッサ出力信号２２及び第１の抑制出力信号２６の少なくとも一部に基づ
く第１の加算器出力信号３２を提供するように構成されている。聴覚装置２Ｃは、第１の
加算器出力信号３２に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシーバ３４を備
える。
【０１０６】
　コム抑制器２４は、主抑制部３６を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８
としての第１の入力信号６を受信するために入力モジュール４に接続されている第１の主
入力を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅
延ｄ＿１としての第１の主遅延と、第１のゲインｇ＿１としての第１の主ゲインと、を適
用するように構成されている。このため、第１の主出力信号が第１の抑制入力信号に基づ
いて形成される。聴覚装置２Ｃにおいて、主抑制部３６からの第１の主出力信号が第１の
抑制出力信号２６を形成する。
【０１０７】
　第１の遅延ｄ＿１と、第１のゲインｇ＿１は、聴覚装置２Ｂと同様である。
【０１０８】
　聴覚装置２Ｃのコム抑制器２４は、主抑制部３６に接続され、制御信号４２を介して主
抑制部３６の第１の遅延ｄ＿１及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されてい
る抑制器コントローラ４０を備える。一つ以上の例示的な聴覚装置において、第１の遅延
は、例えば製造段階にて事前に設定され、抑制器コントローラは、主抑制部の第１のフィ
ルタ（第１のゲイン）を制御するように構成されている。任意であるが、図４に示される
ように、第１の抑制入力信号２８はコントローラ入力信号として抑制器コントローラ４０
に供給され、抑制器コントローラ４０は、第１の抑制入力信号２８に基づいて、主抑制部
３６を制御するように構成されている。
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【０１０９】
　聴覚装置２Ｃにおいて、入力モジュール４は、外耳道入力信号４６を提供するための外
耳道マイクロフォン４４を任意で備える。外耳道入力信号４６は、入力モジュール４から
の第２の入力信号４８を形成する。第２の入力信号４８は、第２の抑制入力信号５０とし
てコム抑制器２４（抑制器コントローラ４０）に供給される。抑制器コントローラ４０は
、入力モジュール４からの第２の入力信号４８（第２の抑制入力信号５０）に基づいて、
第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従って、外耳道
入力信号４６は、抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力信号を形成してもよい。
【０１１０】
　聴覚装置２Ｃにおいて、プロセッサ２０は、プロセッサ２０から、制御信号５２をコム
抑制器２４に送るために、コム抑制器２４に接続されている。制御信号５２がプロセッサ
２０において適用されるプロセッサゲインＧ＿１、Ｇ＿２、…、Ｇ＿Ｎの１つ以上を示す
ことは有利である（Ｎは、補聴器処理における周波数帯の数である）。任意であるが、抑
制器コントローラ４０は、プロセッサ２０からの制御信号５２に基づいて、第１の遅延及
び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従って、プロセッサ２０から
の制御信号５２は抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力信号を形成してもよい。
【０１１１】
　図５は例示的な聴覚装置を示す。聴覚装置２Ｄは、第１の入力信号６を提供するための
入力モジュール４を備える。入力モジュール４は、第１のマイクロフォン信号１０を提供
するための第１のマイクロフォン８を備える。第１のマイクロフォン信号１０が第１の入
力信号６として使用されてもよい。入力モジュール４は、第２のマイクロフォン１２及び
第１のビームフォーマ１４を任意で備える。第１のビームフォーマ１４は、第１のマイク
ロフォン８及び第２のマイクロフォン１２に接続される。第１のビームフォーマ１４は、
第１の入力信号６としてのビームフォーム信号１６を提供するように構成されている。第
１のビームフォーム信号１６は、第１のマイクロフォン信号１０及び第２のマイクロフォ
ン信号１８に基づく。
【０１１２】
　聴覚装置２Ｄは、第１の入力信号６を処理するための、及び／又は、第１の入力信号６
に基づくプロセッサ出力信号２２を提供するための、プロセッサ２０を備える。
【０１１３】
　また、聴覚装置２Ｄは、第１の抑制入力信号２８を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号２６を提供するためのコム抑制器２４を備える。コム抑制器２４は
、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第１の遅延ｄ＿１と、第１のゲインｇ＿
１を有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている。
【０１１４】
　聴覚装置２Ｄは、コム抑制器２４に接続される第１の加算器３０を備える。第１の加算
器３０は、プロセッサ出力信号２２及び第１の抑制出力信号２６の少なくとも一部に基づ
く第１の加算器出力信号３２を提供するように構成されている。聴覚装置２Ｄは、第１の
加算器出力信号３２に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシーバ３４を備
える。
【０１１５】
　コム抑制器２４は主抑制部３６を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８と
しての第１の加算器出力信号３２を受信するために第１の加算器３０に接続されている第
１の主入力を備える。主抑制部３６は、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に、第
１の遅延ｄ＿１としての第１の主遅延と、第１のゲインｇ＿１としての第１の主ゲインと
、を適用するように構成されている。このため、第１の主出力信号が第１の抑制入力信号
に基づいて形成される。聴覚装置２Ｄにおいて、主抑制部３６からの第１の主出力信号が
第１の抑制出力信号２６を形成する。
【０１１６】
　聴覚装置２Ｄのコム抑制器２４は、抑制器コントローラ４０を備える。抑制器コントロ
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ーラ４０は、主抑制部３６に接続され、制御信号４２を介して主抑制部３６の第１の遅延
ｄ＿１及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。一つ以上の例示的な
聴覚装置において、第１の遅延は、例えば製造段階にて事前に設定され、抑制器コントロ
ーラは主抑制部の第１のフィルタ（第１のゲイン）を制御するように構成されている。
【０１１７】
　聴覚装置２Ｄにおいて、入力モジュール４は、外耳道入力信号４６を提供するための外
耳道マイクロフォン４４を任意で備える。外耳道入力信号４６は、入力モジュール４から
の第２の入力信号４８を形成する。第２の入力信号４８は、第２の抑制入力信号５０とし
てコム抑制器２４（抑制器コントローラ４０）に供給される。抑制器コントローラ４０は
、入力モジュール４からの第２の入力信号４８（第２の抑制入力信号５０）に基づいて、
第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従って、外耳道
入力信号４６は、抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力信号を形成してもよい。
【０１１８】
　聴覚装置２Ｄにおいて、プロセッサ２０は、プロセッサ２０から、制御信号５２を第３
抑制器入力信号としてコム抑制器２４に送るために、コム抑制器２４に接続されている。
制御信号５２がプロセッサ２０において適用されるプロセッサゲインＧ＿１、Ｇ＿２、…
、Ｇ＿Ｎの１つ以上を示すことは有利である（Ｎは、補聴器処理における周波数帯の数で
ある）。任意であるが、抑制器コントローラ４０は、プロセッサ２０からの制御信号５２
に基づいて、第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従
って、プロセッサ２０からの制御信号５２は抑制器コントローラ４０へのコントローラ入
力信号を形成してもよい。
【０１１９】
　任意であるが、図５に示されるように、入力モジュールからの第１の入力信号６が、抑
制器コントローラ４０にコントローラ入力信号（コム抑制器２４への第４の抑制入力信号
）として供給され、抑制器コントローラ４０は、第１の入力信号６に基づいて、主抑制部
３６（第１の遅延及び／又は第１のゲイン）を制御するように構成されている。
【０１２０】
　図６は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２Ｅは、コム抑制器におけるコントロー
ラ入力信号として、プロセッサ出力信号２２を使用する。コム抑制器２４は、第１の抑制
入力信号２８として第１の加算器出力信号３２を受信する。コム抑制器２４は、抑制器コ
ントローラ４０を備える。抑制器コントローラ４０は、主抑制部３６に接続され、制御信
号４２を介して、主抑制部３６の第１の遅延ｄ＿１及び／又は第１のフィルタを制御する
ように構成されている。一つ以上の例示的な聴覚装置において、第１の遅延は、例えば製
造段階にて事前に設定され、抑制器コントローラは主抑制部の第１のフィルタ（第１のゲ
イン）を制御するように構成されている。
【０１２１】
　聴覚装置２Ｅにおいて、入力モジュール４は、外耳道入力信号４６を提供するための外
耳道マイクロフォン４４を任意で備える。外耳道入力信号４６は、入力モジュール４から
の第２の入力信号４８を形成する。第２の入力信号４８は、第２の抑制入力信号５０とし
てコム抑制器２４（抑制器コントローラ４０）に供給される。抑制器コントローラ４０は
、入力モジュール４からの第２の入力信号４８（第２の抑制入力信号５０）に基づいて、
第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従って、外耳道
入力信号４６は、抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力信号を形成してもよい。
【０１２２】
　聴覚装置２Ｅにおいて、プロセッサ２０は、プロセッサ２０から、制御信号５２を第３
抑制器入力信号としてコム抑制器２４に送るために、コム抑制器２４に接続されている。
制御信号５２がプロセッサ２０において適用されるプロセッサゲインＧ＿１、Ｇ＿２、…
、Ｇ＿Ｎの１つ以上を示すことは有利である（Ｎは、補聴器処理における周波数帯の数で
ある）。任意であるが、抑制器コントローラ４０はプロセッサ２０からの制御信号５２に
基づいて、第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従っ
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て、プロセッサ２０からの制御信号５２は抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力
信号を形成してもよい。
【０１２３】
　任意であるが、図６に示されるように、プロセッサ２０からのプロセッサ出力信号２２
が、抑制器コントローラ４０にコントローラ入力信号（コム抑制器２４への第４の抑制入
力信号）として供給され、抑制器コントローラ４０は、プロセッサ出力信号２２に基づい
て、主抑制部３６（第１の遅延及び／又は第１のゲイン）を制御するように構成されてい
る。
【０１２４】
　図７は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２Ｆは、コム抑制器２４におけるコント
ローラ入力信号として、制御信号５２及び第１の入力信号６を使用する。コム抑制器２４
は、第１の抑制入力信号２８としてプロセッサ出力信号２２を受信する。コム抑制器２４
は、抑制器コントローラ４０を備える。抑制器コントローラ４０は、主抑制部３６に接続
され、制御信号４２を介して、主抑制部３６の第１の遅延ｄ＿１及び／又は第１のフィル
タを制御するように構成されている。一つ以上の例示的な聴覚装置において、第１の遅延
は、例えば製造段階にて事前に設定され、抑制器コントローラは主抑制部の第１のフィル
タ（第１のゲイン）を制御するように構成されている。
【０１２５】
　聴覚装置２Ｆにおいて、入力モジュール４は、外耳道入力信号４６を提供するための外
耳道マイクロフォン４４を任意で備える。外耳道入力信号４６は、入力モジュール４から
の第２の入力信号４８を形成する。第２の入力信号４８は、第２の抑制入力信号５０とし
てコム抑制器２４（抑制器コントローラ４０）に供給される。抑制器コントローラ４０は
、入力モジュール４からの第２の入力信号４８（第２の抑制入力信号５０）に基づいて、
第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従って、外耳道
入力信号４６は、抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力信号を形成してもよい。
【０１２６】
　聴覚装置２Ｆにおいて、プロセッサ２０は、プロセッサ２０から、制御信号５２を第３
抑制器入力信号としてコム抑制器２４に送るために、コム抑制器２４に接続されている。
制御信号５２がプロセッサ２０において適用されるプロセッサゲインＧ＿１、Ｇ＿２、…
、Ｇ＿Ｎの１つ以上を示すことは有利である（Ｎは、補聴器処理における周波数帯の数で
ある）。任意であるが、抑制器コントローラ４０は、プロセッサ２０からの制御信号５２
に基づいて、第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従
って、プロセッサ２０からの制御信号５２は抑制器コントローラ４０へのコントローラ入
力信号を形成してもよい。
【０１２７】
　任意であるが、図７に示されるように、入力モジュール４からの第１の入力信号６が、
抑制器コントローラ４０にコントローラ入力信号（コム抑制器２４への第４の抑制入力信
号）として供給され、抑制器コントローラ４０は、第１の入力信号６に基づいて、主抑制
部３６（第１の遅延及び／又は第１のゲイン）を制御するように構成されている。
【０１２８】
　図８は例示的な聴覚装置を示す。この聴覚装置２Ｇは、フィルタバンク５４と、第２の
加算器５６と、を備える。フィルタバンク５４は、プロセッサ出力信号２２を受信し、プ
ロセッサ出力信号２２に対してフィルタリングを行って、少なくとも第１のフィルタ出力
信号５８と第２のフィルタ出力信号６０とを形成するために、プロセッサ２０に接続され
ている入力を有する。第１の加算器３０は、第１のフィルタ出力信号５８を受信するよう
に構成されている。即ち、第１のフィルタ出力信号５８は第１の加算器３０に供給される
。第２の加算器５６は、第２のフィルタ出力信号６０と第１の加算器出力信号とを受信す
るように構成されている。即ち、第２のフィルタ出力信号６０は、第１の加算器出力信号
３２とともに、第２の加算器５６に供給される。第２の加算器５６は、第２の加算器出力
信号６２をレシーバに提供するためにレシーバ３４に接続されている。第１のフィルタ出
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力信号５８は、例えば５００Ｈｚから１５００Ｈｚの範囲内にあるカットオフ周波数によ
るローパス信号である。第２のフィルタ出力信号６０は、例えばローパスフィルタのカッ
トオフ周波数と同一のカットオフ周波数によるハイパス信号である。
【０１２９】
　コム抑制器２４は、第１の抑制入力信号２８として第１の加算器出力信号３２を受信す
る。コム抑制器２４は、抑制器コントローラ４０を備える。抑制器コントローラ４０は、
主抑制部３６に接続されており、制御信号４２を介して主抑制部３６の第１の遅延ｄ＿１
及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。一つ以上の例示的な聴覚装
置において、第１の遅延は、例えば製造段階にて事前に設定され、抑制器コントローラは
主抑制部の第１のフィルタ（第１のゲイン）を制御するように構成されている。
【０１３０】
　聴覚装置２Ｇにおいて、入力モジュール４は、外耳道入力信号４６を提供するための外
耳道マイクロフォン４４を任意で備える。外耳道入力信号４６は、入力モジュール４から
の第２の入力信号４８を形成する。第２の入力信号４８は、第２の抑制入力信号５０とし
てコム抑制器２４（抑制器コントローラ４０）に供給される。抑制器コントローラ４０は
、入力モジュール４からの第２の入力信号４８（第２の抑制入力信号５０）に基づいて、
第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従って、外耳道
入力信号４６は、抑制器コントローラ４０へのコントローラ入力信号を形成してもよい。
【０１３１】
　聴覚装置２Ｇにおいて、プロセッサ２０は、プロセッサ２０から、制御信号５２を第３
抑制器入力信号としてコム抑制器２４に送るために、コム抑制器２４に接続されている。
制御信号５２がプロセッサ２０において適用されるプロセッサゲインＧ＿１、Ｇ＿２、…
、Ｇ＿Ｎの１つ以上を示すことは有利である（Ｎは、補聴器処理における周波数帯の数で
ある）。任意であるが、抑制器コントローラ４０は、プロセッサ２０からの制御信号５２
に基づいて、第１の遅延及び／又は第１のフィルタを制御するように構成されている。従
って、プロセッサ２０からの制御信号５２は抑制器コントローラ４０へのコントローラ入
力信号を形成してもよい。
【０１３２】
　任意であるが、図８に示されるように、入力モジュール４からの第１の入力信号６が、
抑制器コントローラ４０にコントローラ入力信号（コム抑制器２４への第４の抑制入力信
号）として供給され、抑制器コントローラ４０は、第１の入力信号６に基づいて、主抑制
部３６（第１の遅延及び／又は第１のゲイン）を制御するように構成されている。
【０１３３】
　例えば聴覚装置２、２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、２Ｄ、２Ｅ、２Ｆ、２Ｇのうちの一つ以上にお
ける抑制器コントローラ４０は、抑制器モードを判定し、抑制器モードが第１の抑制器モ
ードである場合に、主抑制部において第１の抑制器スキームを適用し、抑制器モードが第
２の抑制器モードである場合に、主抑制部において第２の抑制器スキームを適用するよう
に構成されている。
【０１３４】
　図９は、例えば、聴覚装置２、２Ａ、２Ｂの例示的な主抑制部３６を示す。主抑制部３
６は、第１の遅延ユニット６４と、第１のゲインユニット６６と、を備える。第１の遅延
ユニット６４は、第１の遅延ｄ＿１としての第１の主遅延を第１の抑制入力信号２８に適
用する。その後、第１のゲインユニット６６は、第１のゲインｇ＿１としての第１の主ゲ
インを遅延した第１の抑制入力信号に適用する。第１のゲインユニット６６の出力は、第
１の抑制出力信号２６を形成する。
【０１３５】
　図１に示す聴覚装置２等の一つ以上の例示的な聴覚装置において、第１の主遅延は、聴
覚装置における遅延の約２倍である。例えば、第１の主遅延は、４ｍｓから２０ｍｓの範
囲内であり、及び／又は、第１の主ゲインは、－１．５から－０．２の範囲内であって、
例えば－１．１から－０．５の範囲内である。
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【０１３６】
　図２に示す聴覚装置２Ａ等の一つ以上の例示的な聴覚装置において、第１の主遅延は、
聴覚装置における遅延と同程度である。例えば、第１の主遅延は、２ｍｓから１０ｍｓの
範囲内であり、及び／又は、第１の主ゲインは、－１．５から－０．２の範囲内であって
、例えば－１．１から－０．５の範囲内である。
【０１３７】
　一つ以上の聴覚装置において、聴覚装置における遅延は、１ｍｓから２ｍｓの範囲内等
、０．５ｍｓから２ｍｓの範囲内である。一つ以上の聴覚装置において、聴覚装置におけ
る遅延は、２ｍｓから１０ｍｓの範囲内である。
【０１３８】
　図３に示す聴覚装置２Ｂ等の一つ以上の例示的な聴覚装置において、第１の主遅延は、
プロセッサ及びビームフォーミング処理における遅延と同程度である。例えば、第１の主
遅延は２ｍｓから１０ｍｓの範囲内であり、及び／又は、第１の主ゲインはg_1=(-G+√(G
2+4))/2として表される。式中、Ｇは聴覚装置のゲイン、又は、一つ以上の聴覚装置ゲイ
ンＧ＿１、Ｇ＿２，…の内の一つ以上の関数である。従って、第１のゲインは、一つ以上
の聴覚装置ゲインの関数として与えられてもよい。
【０１３９】
　図１０は、例えば、聴覚装置２Ｃ、２Ｄ、２Ｅ、２Ｆ、２Ｇの例示的な主抑制部３６を
示す。主抑制部３６は、第１の遅延ユニット６４と、第１のゲインユニット６６と、を備
える。第１の遅延ユニット６４は、第１の遅延ｄ＿１としての第１の主遅延を第１の抑制
入力信号２８に適用する。その後、第１のゲインユニット６６は、第１のゲインｇ＿１と
しての第１の主ゲインを、遅延した第１の抑制入力信号に適用する。第１のゲインユニッ
ト６６の出力は、第１の抑制出力信号２６を形成する。第１の遅延ユニット６４／第１の
遅延ｄ＿１及び／又は第１のゲインユニット６６／第１のゲインｇ＿１は、抑制器コント
ローラからの制御信号４２により制御される。
【０１４０】
　図１１は、例えば聴覚装置２Ｃ、２Ｄ、２Ｅ、２Ｆ、２Ｇの例示的な主抑制部３６を示
す。主抑制部３６は、第１の遅延ユニット６４と、第１のゲインユニット６６と、を備え
る。第１の遅延ユニット６４は、第１の遅延ｄ＿１としての第１の主遅延を、第１の抑制
入力信号２８に適用する。その後、第１のゲインユニット６６は、第１のゲインｇ＿１と
しての第１の主ゲインを、遅延した第１の抑制入力信号に適用する。第１のゲインユニッ
ト６６の出力は、第１の抑制出力信号２６を形成する。第１のゲインユニット６６／第１
のゲインｇ＿１は、抑制器コントローラからの制御信号４２により制御される。
【０１４１】
　図１２は、例えば聴覚装置２Ｃ、２Ｄ、２Ｅ、２Ｆ、２Ｇの例示的な主抑制部３６を示
す。主抑制部３６は、第１の遅延ユニット６４と、第１のゲインユニット６６と、を備え
る。第１の遅延ユニット６４は、第１の遅延ｄ＿１としての第１の主遅延を、第１の抑制
入力信号２８に適用する。その後、第１のゲインユニット６６は、第１のゲインｇ＿１と
しての第１の主ゲインを、遅延した第１の抑制入力信号に適用する。第１のゲインユニッ
ト６６の出力は、第１の主出力信号６７を形成する。任意で、第１の遅延ユニット６４／
第１の遅延ｄ＿１及び／又は第１のゲインユニット６６／第１のゲインｇ＿１は、抑制器
コントローラからの制御信号４２により制御される。主抑制部３６は、第２の遅延ユニッ
ト６８と、第２のゲインユニット７０と、を備える。第２の遅延ユニット６８は、第２の
主遅延を、第１の抑制入力信号２８の少なくとも一部に適用する。その後、第２のゲイン
ユニット７０は、第２の主ゲイン／第２の主フィルタを、第２の遅延ユニット６８からの
遅延した第１の抑制入力信号に適用する。第２のゲインユニット７０の出力は、第２の主
出力信号７２を形成する。第１の主出力信号６７と第２の主出力信号７２とは、抑制器加
算器７４において加算され、第１の抑制出力信号２６が形成される。なお、主プロセッサ
部分において、任意の数の遅延ユニット／ゲインユニットが実現されてもよいことが理解
されよう。第２の遅延ユニット６８／第２の遅延、及び／又は、第２のゲインユニット７
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０／第２のゲインは、任意で抑制器コントローラからの制御信号４２により制御される。
【０１４２】
　図１３は、聴覚装置２のコム抑制を示す。図１３Ｂ）は、聴覚装置２の処理部を示し、
図１３Ｃ）は、聴覚装置２のコム抑制部を示す。主抑制部３６において適用される（任意
で、周波数依存である）ゲインは、鼓膜８２において、第１の抑制出力信号２６により生
成される音圧８０が、鼓膜８２における直接音８４の大きさと等しくなるように選択され
るべきである。プロセッサ出力信号２２は、鼓膜８２における音圧８６を生成する。
【０１４３】
　直接音８４は、外耳道、及び、その内部のあらゆる障害物により周波数が増幅（減衰）
される。収音８８から鼓膜８２までの間の増幅を、ｇＤｉｒｅｃｔ（ω）とも称し、直接
音要素の位相をαＤｉｒｅｃｔ＝０と称する。
【０１４４】
　マイクロフォン８，１２による収音からレシーバ３４による音声生成との間の信号処理
により、処理遅延が生じる。これを直接音の位相に対するΔφDelay(ω)と表す。この遅
延は周波数依存であり得る。レシーバ３４と鼓膜８２との間の位相シフトは、耳道の寸法
／長さが波長よりも大幅に小さいことで、無視できる。
【０１４５】
　従って、図１３Ｂ）における処理部では、ｇＰｒｏｃｅｓｓｅｄ＝ｇＤｉｒｅｃｔ＋Δ

ｇＤｅｌａｙ（ω）及びｇＰｒｏｃｅｓｓｅｄ（ω）となる。
【０１４６】
　図１３Ｃ）のコム抑制部に対して、第１の抑制入力信号２８は聴覚装置の処理遅延の２
倍遅延されるべきである。信号は、フィルタを適用することで、直接音８４に一致する。
フィルタは、補償対象信号を直接音信号に一致させるものである。さらに、信号は反転さ
れるべきである。
【０１４７】
　従って、ｇｃｏｍｂ　ｓｕｐｐｒｅｓｓｏｒ（ω）＝－ｇＤｉｒｅｃｔ（ω）が成立す
る。式中、ｇｃｏｍｂ　ｓｕｐｐｒｅｓｓｏｒ（ω）は主抑制部３６における周波数依存
ゲインである。図１３では、記載されたゲインが全て振幅で示されており、ｄＢ単位では
ない。さらに、図１３では、全てのゲインと位相は、収音８８における信号に対する、鼓
膜８２で収音された信号の関係として定義される。
【０１４８】
　以下の項目のいずれかに係る聴覚装置および方法もまた開示される。
【０１４９】
（項目１）第１の入力信号を提供するための入力モジュールであって、第１のマイクロフ
ォンを備える前記入力モジュールと、前記第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信号を
提供するためのプロセッサと、第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に基づ
く第１の抑制出力信号を提供するためのコム抑制器と、前記コム抑制器に接続されている
第１の加算器であって、前記プロセッサ出力信号及び前記第１の抑制出力信号の少なくと
も一部に基づく第１の加算器出力信号を提供するように構成されている前記第１の加算器
と、前記第１の加算器出力信号に基づく出力信号を音声出力信号に変換するためのレシー
バと、を備え、前記コム抑制器は、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第１の
遅延と、第１のゲインを有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている、聴
覚装置。
【０１５０】
（項目２）前記コム抑制器は、主抑制部を備え、前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信
号を受信するために、前記入力モジュールに接続されている第１の主入力を備え、前記主
抑制部は、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一
部に、前記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主ゲイ
ンと、を適用するように構成されており、前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出力
信号の少なくとも一部を形成する、項目１に記載の聴覚装置。
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【０１５１】
（項目３）前記コム抑制器は、主抑制部を備え、前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信
号を受信するために、前記プロセッサに接続されている第１の主入力を備え、前記主抑制
部は、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に
、前記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主ゲインと
、を適用するように構成されており、前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号
の少なくとも一部を形成する、項目１に記載の聴覚装置。
【０１５２】
（項目４）前記コム抑制器は、主抑制部を備え、前記主抑制部は、前記第１の抑制入力信
号を受信するために、前記第１の加算器の出力に接続されている第１の主入力を備え、前
記主抑制部は、第１の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力信号の少なくと
も一部に、前記第１の遅延としての第１の主遅延と、前記第１のゲインとしての第１の主
ゲインと、を適用するように構成されおり、前記第１の主出力信号は、前記第１の抑制出
力信号の少なくとも一部を形成する、項目１に記載の聴覚装置。
【０１５３】
（項目５）前記コム抑制器は、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように
構成されている抑制器コントローラを備える、項目１から４のいずれか一項に記載の聴覚
装置。
【０１５４】
（項目６）前記コム抑制器は、抑制器コントローラを備え、前記抑制器コントローラは、
前記第１の入力信号に基づいて、前記主抑制部を制御するように構成されている、項目２
から４のいずれか一項に従属する聴覚装置。
【０１５５】
（項目７）前記抑制器コントローラは、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御す
るように構成されている、項目６に記載の聴覚装置。
【０１５６】
（項目８）前記入力モジュールは、外耳道入力信号を提供するための外耳道マイクロフォ
ンを備え、前記抑制器コントローラは、前記入力モジュールからの第２の入力信号に基づ
いて、前記第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されており、前記外
耳道入力信号が前記第２の入力信号である、項目７に記載の聴覚装置。
【０１５７】
（項目９）前記抑制器コントローラは、前記プロセッサからの制御信号に基づいて、前記
第１の遅延及び前記第１のフィルタを制御するように構成されている、項目５に記載の聴
覚装置。
【０１５８】
（項目１０）前記コム抑制器は、抑制器コントローラを備え、前記抑制器コントローラは
抑制器モードを判定し、前記抑制器モードが第１の抑制器モードである場合に、第１の抑
制器スキームを適用し、前記抑制器モードが第２の抑制器モードである場合に、第２の抑
制器スキームを適用するように構成されている、項目１から４のいずれか一項に記載の聴
覚装置。
【０１５９】
（項目１１）前記主抑制部は、第２の主出力信号を形成するために、前記第１の抑制入力
信号の少なくとも一部に、第２の主遅延と第２の主フィルタとを適用するように構成され
ており、前記第２の主出力信号は、前記第１の抑制出力信号の少なくとも一部を形成する
、項目２から４のいずれか一項に記載の聴覚装置。
【０１６０】
（項目１２）前記入力モジュールは、第２のマイクロフォンと第１のビームフォーマとを
備え、前記第１のビームフォーマは、前記第１のマイクロフォン及び前記第２のマイクロ
フォンに接続されており、前記第１の入力信号としての第１及び第２のマイクロフォン信
号に基づくビームフォーム信号を提供するように構成されている、項目１から４のいずれ
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か一項に記載の聴覚装置。
【０１６１】
（項目１３）前記聴覚装置は、フィルタバンクと第２の加算器とを備え、前記フィルタバ
ンクは、前記プロセッサ出力信号をフィルタリングして少なくとも第１のフィルタ出力信
号と第２のフィルタ出力信号とを形成するために、前記プロセッサに接続されており、前
記第１の加算器は、前記第１のフィルタ出力信号を受信するように構成されており、前記
第２の加算器は、前記第２のフィルタ出力信号と前記第１の加算器出力信号とを受信する
ように構成されており、前記第２の加算器は、前記レシーバに第２の加算器出力信号を提
供するために前記レシーバに接続されている、項目１から４のいずれか一項に記載の聴覚
装置。
【０１６２】
（項目１４）入力モジュール及びプロセッサを備える聴覚装置を作動させる方法であって
、音声入力を第１の入力信号に変換するステップと、前記第１の入力信号に基づくプロセ
ッサ出力信号を提供するステップと、第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号
に基づく第１の抑制出力信号を提供するステップであって、第１の遅延と、第１のゲイン
を有する第１のフィルタと、を第１の抑制入力信号の少なくとも一部に適用する、ステッ
プと、前記プロセッサ出力信号の少なくとも一部と、前記第１の抑制出力信号と、に基づ
く第１の加算器出力信号を提供するステップと、前記第１の加算器出力信号に基づく出力
信号を音声信号に変換するステップと、を備える方法
【０１６３】
（項目１５）前記第１の抑制入力信号は、前記第１の入力信号を備える、又は、前記第１
の入力信号に基づく、項目１４に記載の方法。
【０１６４】
（項目１６）前記第１の抑制入力信号は、前記第１の加算器出力信号を備える、又は、前
記第１の加算器出力信号に基づく、項目１４又は１５に記載の方法。
【０１６５】
（項目１７）前記第１の抑制入力信号は、前記プロセッサ出力信号を備える、又は、前記
プロセッサ出力信号に基づく、項目１４から１６のいずれか一項に記載の方法。
【０１６６】
（項目１８）方法は、さらに、前記入力モジュールからの入力信号に基づいて、前記第１
の遅延及び前記第１のフィルタを制御するステップを備える、項目１４から１７のいずれ
か一項に記載の方法。
【０１６７】
（項目１９）方法は、さらに、前記プロセッサからの入力信号に基づいて、前記第１の遅
延及び前記第１のフィルタを制御するステップを備える、項目１４から１８のいずれか一
項に記載の方法。
【０１６８】
（項目２０）第１の入力信号を提供するための入力モジュールであって、第１のマイクロ
フォンを備える前記入力モジュールと、前記第１の入力信号に基づくプロセッサ出力信号
を提供するためのプロセッサと、第１の抑制入力信号を含む一つ以上の抑制入力信号に基
づく第１の抑制出力信号を提供するための抑制器と、抑制器に接続されている第１の加算
器であって、前記プロセッサ出力信号及び前記第１の抑制出力信号の少なくとも一部に基
づく第１の加算器出力信号を提供するように構成されている前記第１の加算器と、前記第
１の加算器出力信号に基づく出力信号を音声出力信号に変換するレシーバと、を備え、前
記抑制器は、前記第１の抑制入力信号の少なくとも一部に、第１の遅延と、第１のゲイン
を有する第１のフィルタと、を適用するように構成されている、聴覚装置。
【０１６９】
（項目２１）前記抑制器は、コム抑制器を備える、項目２０に記載の聴覚装置。
【０１７０】
　「第１」、「第２」、「第３」、「第４」等の用語が使用されているが、特に順番を示
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すわけではなく、各要素の識別のために使用されている。また、第１、第２等の用語の使
用は何らかの順序や重要性を示すものではなく、各要素を互いに識別するために使用され
る。また、本明細書及びその他で使用される第１及び第２のような用語は、あくまで名称
として付されるものであって、何らかの特定の空間的、時間的順序を示すものではない。
さらに、第１（２）の要素という名称が付されていても、必ずしも第２（１）の要素の存
在が示唆されているわけではない。
【０１７１】
　特徴を示し、記載してきたが、これらの特徴は、特許請求の範囲に記載された発明を限
定することを意図していないことが理解され、特許請求の範囲に記載された発明の精神お
よび範囲から逸脱することなく種々の変更および改変が行われてもよいことが当業者に明
らかになるだろう。従って、明細書および図面は、限定するという観点ではなく、実例で
あると考えるべきである。特許請求の範囲に記載された発明は、全ての代替例、改変およ
び均等物を包含することを意図している。
【符号の説明】
【０１７２】
　　２、２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、２Ｄ、２Ｅ、２Ｆ、２Ｇ　聴覚装置
　　４　　入力モジュール
　　６　　第１の入力信号
　　８　　第１のマイクロフォン
　　１０　第１のマイクロフォン信号
　　１２　第２のマイクロフォン
　　１４　第１のビームフォーマ
　　１６　ビームフォーム信号
　　１８　第２のマイクロフォン信号
　　２０　プロセッサ
　　２２　プロセッサ出力信号
　　２４　コム抑制器
　　２６　第１の抑制出力信号
　　２８　第１の抑制入力信号
　　３０　第１の加算器
　　３２　第１の加算器出力信号
　　３４　レシーバ
　　３６　主抑制部
　　４０　抑制器コントローラ
　　４２　制御信号
　　４４　外耳道マイクロフォン
　　４６　外耳道入力信号
　　４８　第２の入力信号
　　５０　第２の抑制入力信号
　　５２　プロセッサからの制御信号
　　５４　フィルタバンク
　　５６　第２の加算器
　　５８　第１のフィルタ出力信号
　　６０　第２のフィルタ出力信号
　　６２　第２の加算器出力信号
　　６４　第１の遅延ユニット
　　６６　第１のゲインユニット
　　６７　第１の主出力信号
　　６８　第２の遅延ユニット
　　７０　第２のゲインユニット
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　　７２　第２の主出力信号
　　７４　抑制器加算器
　　８０　第１の抑制出力信号により生成された音圧
　　８２　鼓膜
　　８４　直接音
　　８６　プロセッサ出力信号により生成された音圧
　　８８　収音

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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